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■
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

１
位  

宝 
 

徳
（
５-

２-

１
） 

得
点
７
８
・
７
５
点 

時
間
４
８
・
２
５
秒 

２
位  

添
川
２
班
（
３-

１-

２
） 

得
点
７
６
・
０
０
点 

時
間
４
８
・
０
５
秒 

３
位  

上 

荒 

俣
（
５-

３-

３
） 

得
点
７
２
・
２
５
点 

時
間
５
１
・
９
４
秒 

４
位  

藤 

の 

花
（
１-

２-

３
） 

得
点
７
０
・
７
５
点 

時
間
５
７
・
４
３
秒 

５
位  

上 

新 

田
（
４-

２-

１
） 

得
点
６
７
・
５
０
点 

時
間
５
６
・
０
６
秒 

■
最
優
秀
操
作
員
賞 

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》 

３
番
員 

野
口 

剛
（
藤 

の 

花
） 

板
垣
郁
仁
（
上 

新 

田
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

                                 

     

初
任
消
防
団
員
研
修
会
が
藤

島
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
初
任

団
員
27
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

阿
部
団
長
か
ら
の
講
話
に
始

ま
り
、
鶴
岡
市
消
防
署
員
・
女

性
消
防
隊
の
方
々
の
指
導
の
も

と
３
時
間
に
わ
た
り
、
普
通
救

命
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
そ
れ
か
ら
、
団
幹
部
か
ら
は

訓
練
礼
式
や
器
具
操
法
の
基
礎

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

ま
た
、
『
梯
子
乗
り
・
纏
振

り
』
の
演
技
披
露
と
初
任
団
員

に
よ
る
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
会
で
、
消
防
団
員

と
し
て
、
よ
り
一
層
成
長
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

            

     

爽
や
か
な
五
月
晴
れ
の
下
、

藤
島
体
育
館
駐
車
場
を
会
場
に

藤
島
方
面
隊
全
団
員
が
参
加
し
、

春
季
消
防
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

指
揮
者
の
力
強
い
掛
け
声
に

よ
り
団
員
の
正
確
か
つ
機
敏
な

基
礎
動
作
訓
練
が
行
わ
れ
た
あ

と
、『
梯
子
乗
り
・
纏
振
り
』
が

披
露
さ
れ
、
参
観
者
よ
り
温
か

い
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。 

 

団
員
は
危
険
が
伴
う
現
場
で

は
効
率
か
つ
安
全
な
行
動
が
要

求
さ
れ
る
た
め
、
基
本
動
作
訓

練
は
団
体
行
動
の
基
本
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。 

             

     

真
夏
を
思
わ
せ
る
炎
天
下
の

中
、
自
動
車
１
台
、
小
型
ポ
ン

プ
17
台
が
藤
島
体
育
館
に
集

結
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
指
揮

者
の
旺
盛
な
指
揮
の
下
、
規
律

あ
る
動
作
と
正
確
な
操
作
に
よ

り
二
重
巻
ホ
ー
ス
を
延
長
・
送

水
し
、
標
的
を
素
早
く
倒
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
出
場
班

は
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
き

た
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

果
敢
な
操
法
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。 

                 

                                  

初
任
消
防
団
員 

 
 
 

研
修
会 

鶴岡市消防団藤島方面隊 

一年のあゆみ 
 

藤
島
方
面
隊 

春
季
消
防
訓
練 

藤
島
方
面
隊 

操
法
大
会 
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真
夏
の
日
差
し
が
降
り
注
ぐ

中
、
庄
内
各
地
域
か
ら
の
代
表
、

自
動
車
ポ
ン
プ
10
台
、
小
型
ポ

ン
プ
13
台
が
三
川
町
の
消
防

学
校
に
集
結
し
、
素
早
く
正
確

な
動
作
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

我
が
、
藤
島
方
面
隊
か
ら
は
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
下
川
尻
班
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
宝
徳
班
が

代
表
と
し
て
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。 

 

結
果
は
惜
し
く
も
上
位
入
賞

を
逃
し
ま
し
た
が
、
日
夜
練
習

を
積
み
重
ね
た
出
場
班
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

ご
指
導
し
て
頂
き
ま
し
た
藤
島

分
署
員
の
皆
様
、
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

           

     

今
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
各
分
団
毎
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

・
１
分
団
（
上
町
） 

 

・
２
分
団
（
越
後
京
田
） 

 

・
３
分
団
（
東
堀
越
） 

 

・
４
分
団
（
上
新
田
） 

 

・
５
分
団
（
大
半
田
） 

 
今
回
は
、
５
分
団
で
の
訓
練

内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

庄
内
東
縁
断
層
帯
を
震
源

と
す
る
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想

定
の
下
、
消
防
団
員
約
70
名
と

100
名
を
超
え
る
町
内
会
住
民

の
参
加
の
中
、
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
始
め
に
行
わ
れ
た
避
難
訓

練
・
安
否
確
認
訓
練
で
は
、
隣

組
毎
に
集
合
場
所
に
集
ま
り
、

そ
の
間
に
各
組
長
が
各
家
を
周

り
、
残
さ
れ
て
い
る
人
が
い
な

い
か
を
確
認
、
そ
の
後
、
公
民

館
ま
で
避
難
し
、
自
主
防
災
役

員
に
住
民
の
安
否
状
況
や
避
難

状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。 

続
い
て
行
わ
れ
た
火
事
触

れ
・
初
期
消
火
訓
練
で
は
、
火

災
を
発
見
し
た
住
民
が
大
き
な

声
で
火
事
振
れ
を
行
い
、
リ
レ

ー
方
式
で
火
災
発
生
を
伝
達
。

発
見
者
は
す
ぐ
さ
ま
警
鐘
を
鳴

ら
し
、
聞
き
つ
け
て
集
ま
っ
た

住
民
で
、
消
火
栓
か
ら
の
放
水

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

方
の
大
半
が
消
防
団
Ｏ
Ｂ
だ
っ

た
事
も
あ
り
、
迅
速
か
つ
正
確

な
消
火
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
後
の
、
消
防
団
員
に

よ
る
火
災
防
御
訓
練
で
は
、
自

動
車
ポ
ン
プ
に
よ
る
二
股
分
岐

放
水
や
小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る
中

継
放
水
、水
幕
放
水
が
行
わ
れ
、

住
民
の
方
々
は
真
剣
な
眼
差
し

で
訓
練
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。 

 

水
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
器

訓
練
で
は
、
消
防
団
員
が
消
火

器
の
使
い
方
や
消
火
方
法
な
ど

を
説
明
し
、
お
子
さ
ん
や
女
性

の
方
々
に
も
、
実
際
に
体
験
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
女
性

部
の
方
々
の
協
力
で
、
５
升
も

の
米
を
お
に
ぎ
り
に
し
て
も
ら

い
、
訓
練
参
加
者
に
配
食
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
他
に
も
、
消
防
団
員
に

よ
り
、
交
通
規
制
訓
練
や
緊
急

車
両
誘
導
訓
練
、
現
場
保
存
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
の
後
に
行
わ
れ
た
検
討

会
で
は
、
名
ば
か
り
の
組
織
と

な
っ
て
い
た
自
主
防
災
会
だ
っ

た
が
、今
回
の
訓
練
を
契
機
に
、

有
事
の
際
に
備
え
、
自
主
防
災

組
織
の
強
化
・
継
続
が
大
事
で

あ
る
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
日

頃
か
ら
の
準
備
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

訓
練
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

多
く
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

                          

    

穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

新
春
恒
例
の
藤
島
地
域
消
防
出

初
式
が
、
藤
島
公
民
館
前
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

出
初
式
に
先
立
ち
、
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
藤
島
地

域
の
無
火
災
と
安
全
を
願
い
、

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
会
場
を
公
民
館
前

に
移
し
、
消
防
団
員
に
よ
る
祝

賀
放
水
や
梯
子
乗
り
が
披
露
さ

れ
る
と
、
沿
道
の
市
民
か
ら
は

拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
女

性
消
防
隊
の
協
力
の
下
、
市
民

の
方
々
に
こ
ん
に
ゃ
く
が
、
子

ど
も
達
に
は
お
菓
子
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
分
列
行
進
が
行
わ

れ
藤
島
方
面
隊
の
心
意
気
を
示

す
と
同
時
に
、
市
民
の
方
々
の

更
な
る
防
災
意
識
の
高
揚
に
繋

が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

藤
島
地
域 

総
合
防
災
訓
練 

山
形
県
消
防
操
法 

庄
内
支
部
大
会 

藤
島
地
域 

消
防
出
初
式 
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ま
だ
記
憶
に
も
新
し
い
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
ま

だ
、
大
き
な
爪
跡
を
残
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
地
震
で
、
幸

い
山
形
県
庄
内
地
方
は
、
甚
大

な
被
害
も
な
く
済
み
ま
し
た
が
、

我
々
が
住
ん
で
い
る
庄
内
地
方

は
地
震
に
つ
い
て
、
は
た
し
て

大
丈
夫
な
の
か
調
べ
て
み
ま
し

た
。 

 

【
活
断
層
の
多
い
日
本
列
島
】 

 
日
本
列
島
の
断
面
を
見
る
と

大
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
ん
で

い
る
構
造
の
た
め
、
日
本
列
島

に
は
常
に
大
き
な
力
が
加
わ
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
歪
み
が
断
層
で
す
。
特
に
内

陸
部
の
地
表
面
に
近
い
範
囲
に

あ
る
活
断
層
は
全
国
で
二
千
箇

所
を
超
え
、
そ
の
多
く
は
数
万

年
か
ら
数
千
万
年
単
位
で
活
動

を
繰
り
返
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

【
庄
内
地
方
の
断
層
帯
】 

 

庄
内
地
方
に
は
、
庄
内
平
野

と
出
羽
丘
陵
の
境
界
部
に
分
布

す
る
庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯
が

あ
り
ま
す
。
庄
内
平
野
東
縁
断

層
帯
は
、
遊
佐
町
か
ら
酒
田
市

東
部
、
庄
内
町
を
経
て
鶴
岡
市

に
至
る
断
層
帯
で
す
。
長
さ
は

約
38
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
ほ
ぼ

南
北
方
向
に
延
び
て
お
り
、
断

層
の
東
側
が
西
側
に
対
し
て
相

対
的
に
隆
起
す
る
逆
断
層
で
す
。

尚
、庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯
は
、

過
去
の
活
動
時
期
の
違
い
か
ら
、

庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯
北
部

（
遊
佐
町
か
ら
酒
田
市
東
部
、

庄
内
町
に
至
る
断
層
帯
）
と
庄

内
平
野
東
縁
断
層
帯
南
部
（
酒

田
市
東
部
か
ら
庄
内
町
を
経
て

鶴
岡
市
に
至
る
断
層
帯
）
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
藤
島
町

管
内
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
庄
内

平
野
東
縁
断
層
帯
南
部
に
あ
た

り
、
具
体
的
に
は
添
川
地
内
の

県
道
沿
い
に
断
層
帯
が
走
り
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
付
近

が
断
層
帯
の
南
端
に
あ
た
り
ま

す
。 

 

【
断
層
帯
の
過
去
の
活
動
】 

 
庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯
北
部

の
平
均
的
な
上
下
方
向
の
ず
れ

は
、
２
ｍ
／
千
年
程
度
の
可
能

性
が
あ
り
、
最
新
活
動
は
１
８

９
４
年(

明
治
27
年)

庄
内
地
震

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
均
活
動
間
隔
は

１
０
０
０
か
ら
１
５
０
０
年
程

度
も
し
く
は
そ
れ
以
下
の
可
能

性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
庄
内
平
野
東
縁
断
層

帯
南
部
の
平
均
的
な
上
下
方
向

の
ず
れ
は
、
０
・
５
ｍ
／
千
年

程
度
と
推
定
さ
れ
、
最
新
の
活

動
時
期
は
約
３
０
０
０
年
前
以

後
、
18
世
紀
以
前
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
平
均
活
動
間
隔
は
約

２
５
０
０
か
ら
４
６
０
０
年
の

可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

【
断
層
帯
の
将
来
の
活
動
】 

 

庄
内
平
野
東
縁
断
層
帯
は
、

過
去
の
活
動
と
同
様
に
北
部
と

南
部
の
２
つ
の
区
間
に
分
か
れ

て
活
動
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
断
層
帯
全
体
が
１
つ

の
区
間
と
し
て
同
時
に
活
動
す

る
可
能
性
も
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

断
層
帯
北
部
が
独
自
に
活
動

し
た
場
合
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
１
程
度
の
地
震
が
発
生
す

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
断
層
帯
の
近
傍
の
地
表 

         

面
で
は
、
断
層
の
東
側
が
西
側

に
対
し
て
２
ｍ
程
度
高
ま
る
段 

差
や
た
わ
み
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
断
層
帯
南
部
が
独
自

に
活
動
し
た
場
合
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
６
・
９
程
度
の
地
震
が

発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
断
層
帯
の
近
傍

の
地
表
面
で
は
断
層
の
東
側
が

西
側
に
対
し
て
１
か
ら
２
ｍ
程

度
高
ま
る
段
差
や
た
わ
み
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
地
震
発
生
の
長
期

確
率
に
は
幅
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
最
大
値
を
と
る
と
本
断
層

帯
南
部
は
今
後
30
年
間
に
地

震
が
発
生
す
る
確
率
が
我
が
国

の
主
な
活
断
層
の
中
で
は
高
い

グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
庄
内
平
野
東
縁
断
層

帯
全
体
が
同
時
に
活
動
し
た
場

合
に
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
５
程
度
の
地
震
が
発
生
す

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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消
防
は
市
町
村
単
位
の
組

織
で
す
が
、
ひ
と
た
び
大
災
害

が
起
き
れ
ば
緊
急
消
防
援
助
隊

と
し
て
全
国
か
ら
招
集
さ
れ
、

各
消
防
が
一
丸
と
な
っ
て
被
災

地
で
活
動
し
ま
す
。 

 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は

全
国
44
都
道
府
県
か
ら
出
動

し
、
懸
命
な
消
火
、
救
助
、
救

急
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
は
史
上
最
大
か
つ
最
長

の
派
遣
で
し
た
。 

           

           

鶴
岡
隊
は
震
災
発
生
の
当
日

か
ら
、
３
月
末
日
ま
で
の
21
日 

 
 

間
、
第
１
次
隊
か
ら
第
６
次
隊

ま
で
が
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で

消
防
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

             

ま
た
、
第
７
次
隊
は
宮
城
県

気
仙
沼
で
救
急
活
動
な
ど
に
あ

た
り
ま
し
た
。 

テ
レ
ビ
、
新
聞
で
報
道
さ
れ

て
い
る
以
上
に
被
害
が
あ
ま
り

に
も
甚
大
で
、
瓦
礫
が
接
近
を 

阻
み
、
灯
火
の
な
い
漆
黒
の
闇 

                  

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

藤
島
分
署
か
ら
も
５
名
の
隊

員
が
招
集
、
出
動
し
ま
し
た
。 

余
震
や
津
波
警
報
が
続
く

地
で
、
主
な
活
動
と
し
て
人
命

検
索
を
行
い
、
時
間
が
経
過
し
、

生
存
率
が
低
下
す
る
中
、
生
存

者
救
出
な
ど
の
明
る
い
情
報
が

入
り
、
活
動
す
る
隊
員
に
は
大

き
な
希
望
が
わ
き
生
存
を
信
じ

て
人
命
検
索
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 

 

安
全
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

様
々
な
も
の
が
破
壊
さ
れ
、
防

災
だ
け
で
な
く
、
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
災
害
に
対
し
被
害
を
軽

減
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

ま
た
、「
想
定
外
」
に
対
応
す

る
能
力
を
身
に
付
け
る
必
要
が

あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被

災
さ
れ
た
方
々
の
温
か
い
言
葉

や
励
ま
し
の
言
葉
に
救
助
す
べ

き
私
達
が
助
け
ら
れ
ま
し
た
事

に
、
深
く
感
謝
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
地
の
一
刻
も
早
い
復

興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

  
 
 

 

   
 

突
然
、
大
き
な
地
震
に
襲
わ 

れ
た
と
き
、
私
た
ち
は
適
切
な

行
動
が
取
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

何
よ
り
も
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
、
そ
し
て
ケ
ガ
を
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。 

地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

ま
ず
、
身
の
安
全
を
最
優
先
に

行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

地
震
被
害
の
軽
減
に
向
け
、 

【
地
震
に
対
す
る
10
の
備
え
】

を
い
ま
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

 

日
頃
で
き
る
こ
と
か
ら
地
震

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る

た
め
に
・
・
・ 

①
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止 

を
し
て
お
こ
う
。 

②
ケ
ガ
の
防
止
対
策
を
し
て
お

こ
う
。 

      

③
家
屋
や
塀
の
強
度
を
確
認
し

て
お
こ
う
。 

④
消
火
の
備
え
を
し
て
お
こ
う
。 

⑤
火
災
発
生
の
早
期
発
見
と
防 

止
対
策
を
し
て
お
こ
う
。 

（
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
） 

 
 

⑥
非
常
用
品
を
備
え
て
お
こ
う
。

⑦
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
こ
う
。 

 
 

（
避
難
場
所
や
避
難
経
路
） 

      

⑧
地
域
の
危
険
性
を
把
握
し
て 

 

お
こ
う
。 

⑨
防
災
知
識
を
身
に
付
け
て
お

こ
う
。 

⑩
防
災
行
動
力
を
高
め
て
お
こ

う
。（
防
災
訓
練
に
参
加
） 

 

火事･救急･救助 

局番なしの 119 

３
・

11
東
日
本
大
震
災 

 
 
 

緊
急
消
防
援
助
隊
、
鶴
岡
隊
被
災
地
へ 

地
震
に
備
え
て 

い
ま
で
き
る
こ
と
！！ 

お
問
合
わ
せ 

藤
島
分
署 

 

 
 

 

☎
64-

２
１
３
９ 
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町
火
消
し
の
心
意
気
を
示
す

と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
じ
ま

っ
た
と
い
わ
れ
る
伝
統
あ
る
梯

子
乗
り
。
高
さ
約
６
・
５
メ
ー

ト
ル
の
梯
子
の
上
で
様
々
な
技

を
披
露
し
ま
す
が
、
そ
の
一
つ

の
梯
子
は
10
人
の
支
え
手
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
て
、
皆

の
協
力
な
し
で
は
出
来
ま
せ
ん
。 

私
は
梯
子
乗
り
隊
員
に
な

っ
て
２
年
。
ま
だ
ま
だ
先
輩
方

の
様
に
難
易
度
の
高
い
技
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
練
習

を
重
ね
、色
々
な
技
を
習
得
し
、

先
輩
方
が
伝
え
て
き
た
伝
統
が

途
絶
え
る
事
の
な
い
様
に
継
承

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
出
初
式
で
無
火
災
安

全
を
祈
願
し
、
梯
子
乗
り
を
披

露
し
ま
し
た
。
新
し
い
技
に
も

挑
戦
し
、
事
故
も
な
く
無
事
に

演
技
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
後
も
こ
の
伝
統
を
披
露
す

る
場
が
な
く
な
る
事
の
な
い
様

に
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
梯
子
乗
り
隊
員 

我
孫
子
純
） 

                                  

                                  

  

今
年
の
活
動
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
春
演
習
で
２
回
と

出
初
式
で
２
回
と
今
年
は
、
元

藤
島
町
消
防
団
長
横
田
勝
敏
氏

瑞
宝
単
光
章
祝
賀
会
に
参
加
で

５
回
演
技
披
露
を
行
い
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
い

つ
も
と
は
違
う
心
境
で
辛
い
気

持
ち
で
あ
り
ま
し
た
が
隊
員
は

元
気
に
、
精
一
杯
に
取
組
ん
だ

１
年
で
し
た
。 

 

現
在
、
抱
え
て
い
る
悩
み
は

隊
員
の
人
員
不
足
で
す
。
そ
こ

で
、
初
任
消
防
団
員
研
修
会
で

梯
子
乗
り
の
団
員
を
募
集
す
る

事
に
し
、
梯
子
乗
り
の
技
の
披

露
や
、
初
任
団
員
に
、
梯
子
に

登
っ
て
も
ら
い
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
又
、

研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
全

分
団
合
同
で
実
施
し
、
こ
の
場

で
も
勧
誘
を
行
い
ま
し
た
。
や

っ
て
み
た
い
と
い
う
３
名
が
お

り
、
そ
の
内
の
１
名
か
ら
入
隊

し
て
も
ら
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
う
れ
し
い
限
り
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
梯
子

乗
り
・
纏
振
り
隊
員
の
活
動
に

さ
い
し
、
関
係
各
位
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

（
隊
長 

成
澤 

正
喜
） 

     

 

      

■
梯
子
乗
り
隊
員
■ 

代
表 

原
田 

正
彦 

飯
鉢 

哲
夫
、
栗
田 

幹 

石
川 

安
彦
、
齋
藤 

直
八 

小
野
寺
一
貴
、
本
間 

丈
裕 

太
田 

 

晃
二
、
齋
藤 

 

謙
介 

 

我
孫
子 

純
、
叶
野 

智
裕 

 

伊
藤 

輝
子 

■
纏
振
り
隊
員
■ 

代
表 

板
垣 

一
紀 

髙
橋 

 

大
輔
、
菅
原 

和
彦 
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
起

き
た
「
東
日
本
大
震
災
」
に
よ

り
、
私
達
は
改
め
て
防
災
の
大

切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

災
害
は
い
つ
訪
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
自
身
や
大
切
な
家

族
を
守
る
防
災
グ
ッ
ズ
は
必
ず

用
意
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

そ
の
中
で
も
重
要
な
の
が
避

難
時
に
持
ち
出
す
防
災
グ
ッ
ズ
。 

 

防
災
グ
ッ
ズ
と
一
言
で
言
っ

て
も
様
々
な
物
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
中
で
も
「
非
常
用
持
ち

出
し
袋
」
は
家
庭
に
一
つ
、
出

来
れ
ば
１
人
に
一
つ
は
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

わ
ざ
わ
ざ
買
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
に
あ
る
リ
ュ
ッ
ク

に
必
要
な
防
災
グ
ッ
ズ
を
詰
め

て
自
分
用
の
「
非
常
用
持
ち
出

し
袋
」
を
用
意
す
れ
ば
大
丈
夫

で
す
!! 

 

こ
の
機
会
に
自
分
用
を
作
っ

て
み
た
り
、
す
で
に
用
意
し
て

あ
る
方
は
、
中
身
を
確
認
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

                                  

                                  

                                  

 
 

女
性
消
防
団
員
は
全
国
的

に
、
年
々
入
団
人
数
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。 

女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面

を
生
か
し
て
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪

問
、
町
内
会
の
皆
さ
ん
に
対

す
る
防
災
教
育
、
及
び
応
急 

手
当
の
普
及
導
等
に
お
い
て
、

特
に
女
性
消
防
団
員
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
鶴
岡
市
女

性
消
防
隊
で
も
、
町
内
会
等
の

自
主
防
災
活
動
に
参
加
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。 

あ
地
元
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ

そ
出
来
る
消
防
団
活
動
!! 

 

鶴
岡
市
に
在
住
、
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
で
、
少
し
で
も
消
防

団
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

ぜ
ひ
、
私
達
と
一
緒
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
!! 

【
連
絡
先
】 

 

鶴
岡
市
消
防
本
部 

警
防
課 

 
 
 

 

℡
２
２‐

８
３
２
０ 

非常用持ち出し袋 

非常用持ち出し品 

非常用備蓄品 

品　名 チェック 品　名 チェック 品　名 チェック 品　名 チェック

飲料水(ペットボトル) 乾パン 現金(紙幣) 免許証(コピー)
缶詰 チョコレート・飴 現金(硬貨) 健康保険証(コピー)
レトルト食品 印鑑 家のスペアキー

絆創膏 鎮痛剤
包帯 かぜ薬 懐中電灯 軍手
脱脂綿 胃腸薬 携帯ラジオ マスク

予備電池 雨具
携帯電話用簡易充電器 ゴミ袋

ティッシュ 歯磨きセット ライター・マッチ レジャーシート
ウェットティッシュ 生理用品 ろうそく 筆記用具
タオル オムツ(乳幼児がいる場合など) ナイフ
ビニール袋 携帯用トイレ

ヘルメット ホイッスル
防災ずきん ロープ

食
料

救
急
用
品

衛
生
品

現

金
・
貴

重
品

そ
の
他

生
活
用
品

品　名 チェック 品　名 チェック 品　名 チェック 品　名 チェック

飲料水(1人1日3ℓが目安) カセットコンロ ガムテープ
給水用容器(ポリタンクなど) 予備カセットボンベ 軍手
アルファ米 チョコレート 固形燃料 石けん
乾パン 飴 ろうそく・ランタンなど ドライシャンプー
インスタントラーメン 調味料 ライター・マッチ 簡易トイレ
レトルト食品 割箸 ラップ
缶詰(缶切り含む) スプーン・フォーク アルミホイル
インスタントスープ・みそ汁 紙コップ・皿 ブルーシート
ビスケット

消火器・三角消火バケツ 発電機
スコップ 地図・防災マップ
のこぎり 家族の写真(安否確認用)

ハンマー
バール

飲

料

水

食
　
料

生
活
用
品

そ
の
他

非常時にすぐに持ち出すもの。被災時・非常時の最初の１日間をしのぐ
分を目安に考えてみましょう。 

避難生活で必要になるもの。支援体制が整うまでの最低３日間を自足で
きる分を目安に考えてみましょう。 
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班
長 

叶
野
寿
幸 

 
 
 
 

私
た
ち
東
堀
越
一
班

は
、
小
型
ポ
ン
プ
を
所

有
し
て
お
り
、
班
長
を

含
め
団
員
数
８
名
、
年

齢
20
代
後
半
～
30
代

で
構
成
さ
れ
る
若
手
揃

い
で
個
性
豊
か
な
面
々

で
す
。
ま
た
、
来
年
度

に
は
新
入
団
員
１
名
が

入
団
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
更
な
る
消
防
団
活

動
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

班
長 

佐
藤
吉
人 

 

昨
年
末
、
勤
続
20
年

の
ベ
テ
ラ
ン
が
我
が
班

を
去
り
ま
し
た
。
高
い

信
頼
性
で
消
防
団
活
動

の
要
を
担
い
、
長
き
に

渡
っ
て
班
員
と
苦
楽
を

共
に
し
て
き
た
下
川
尻

班
が
誇
る
ポ
ン
プ
自
動

車
が
そ
の
役
目
を
終
え

た
の
で
す
。
役
目
は
そ

の
日
の
内
に
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
に
よ 

 

 

９
月
４
日
、
地
元
町
内
会
で

大
規
模
な
地
震
を
想
定
し
た
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
地
元
住
民
参
加
に
よ
る

避
難
誘
導
訓
練
、
ケ
ガ
人
の
救

助
、
心
肺
蘇
生
訓
練
、
ジ
ェ
ッ

ト
シ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
初

期
消
火
訓
練
、
消
防
団
に
よ
る

大
規
模
火
災
防
御
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
自
主
防
災
会

と
消
防
団
が
協
力
し
て
行
わ
れ
、

有
事
に
備
え
た
日
頃
か
ら
の
準

備
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
地
元
の
防
災
力
強
化 

 

る
影
響
で
配
備
の
遅
れ
て
い
た

新
車
。
去
り
し
仲
間
の
代
わ
り

に
入
っ
て
き
た
新
人
は
、
堂
々

た
る
外
見
と
は
う
ら
は
ら
の
気

難
し
さ
で
、
我
々
は
い
さ
さ
か

困
惑
し
つ
つ
、
受
け
入
れ
る
事

と
な
り
ま
し
た
。 

 

あ
れ
か
ら
数
か
月
。
不
慣
れ

さ
は
相
変
わ
ら
ず
消
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
新
し
い
仲
間
と

の
間
に
築
く
信
頼
こ
そ
が
、
地

域
を
守
る
力
と
な
っ
て
い
く
の

で
す
。 

 

20
年
、
地
域
を
守
り
続
け
た

先
輩
が
い
ま
し
た
。
次
の
20
年

を
守
り
通
す
為
、
頼
も
し
く
も 

 

を
図
る
べ
く
、
自
主
防
災
会
と

消
防
団
が
連
携
し
、
定
期
的
な

防
災
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

             

気
難
し
い
後
輩
と
共
に
我
々
も

精
進
し
て
い
き
ま
す
。 

               

  

■
広
報
委
員
長 

 

叶
野 

 

哲 

■
広
報
委
員 

 

加
藤 

英
明
、
本
間 

 

篤 

齋
藤 

茂
樹
、
菅
原 

 

治 

渡
部 

秀
明
、
池
田 

修
一 

髙
橋 

 

守
、
横
山 

勝
儀 

大
沼 

泰
和
、
栗
本 

隆
司 

佐
藤 

正
宜
、
井
上 

 

敦 

五
十
嵐
勝
彦
、
齋
藤 

 

聡 

 

庄
司 

裕
美
、
阿
部 

美
代 

 

加
藤 

秀
晴
（
藤
島
分
署
） 

【
委
員
長
か
ら
の
一
言
】 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
午

後
２
時
46
分
。 

忘
れ
ら
れ
な

い
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い

こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
１
年

前
の
今
日
、
み
な
さ
ん
は
何
を

し
て
い
ま
し
た
か
？ 

  

も
う
一
度
あ
の
時
を
思
い
出

し
、
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
う

し
た
行
動
へ
の
き
っ
か
け
に
こ

の
広
報
誌
を
つ
か
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
編
集
に
携
わ
っ
た
も
の

と
し
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 

  

平
成
７
年
に
刊
行
し
た
ひ
の

み
や
ぐ
ら
も
30
号
を
迎
え
ま

し
た
、
今
後
も
防
災
意
識
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
次
号

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
叶
野
） 

1/13 9月 8/5 6/16 5/26 4/14 鶴
岡
市
消
防
団
事
業
予
定 

1/20 9/2 7/8 5/20 4/22 4/8 

平
成
24
年
度 

藤
島
方
面
隊
事
業
予
定 

鶴
岡
市
消
防
出
初
式 

庄
内
支
部
後
援 

総
合
防
災
訓
練 

操
法
庄
内
支
部
大
会 

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

鶴
岡
市
消
防
団 

 
 

春
季
消
防
演
習 

鶴
岡
市
消
防
団 入

団
式 

藤
島
地
域 消

防
出
初
式 

藤
島
地
域
総
合
防
災

訓
練
（
各
分
団
開
催
） 

藤
島
方
面
隊 操

法
大
会 

藤
島
方
面
隊 

春
季
消
防
訓
練 

初
任
消
防
団
員 研

修
会 

辞
令
交
付
式 

私
た
ち
が
作
り
ま
し
た
！ 

第第第３３３分分分団団団第第第２２２部部部第第第１１１班班班    

（（（ 東東東 堀堀堀 越越越 １１１ 班班班 ）））    
第第第３３３分分分団団団第第第３３３部部部第第第３３３班班班    

（（（ 下下下 川川川 尻尻尻 ）））    

鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方
面
隊

 
広
報
誌
「
ひ
の
み
や
ぐ
ら
」
第

3
0
号

 

編
集
・
発
行
／
藤
島
方
面
隊
広
報
委
員
会
（
事
務
局
：
鶴
岡
市
藤
島
庁
舎
総
務
課
ｺﾐｭﾆﾃｨ防

災
班
内
）
 

〒
999-7696 

山
形
県
鶴
岡
市
藤
島
字
笹
花
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